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陶
磁
器
新
作
展
示
会（
土
岐
・
瑞
浪
）、市
之
倉
さ
か
づ
き
美
術
館
・
起
工
式　

２

新
規
学
卒
者
の
雇
用
拡
大
を　

３　

中
央
会
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ブ
懇
談
会　

３

海
外
レ
ポ
ー
ト（
ニュ
ー
ヨ
ー
ク
）　

４　

七
月
の
景
況
調
査　

５

支
所
だ
よ
り
、セ
ミ
ナ
ー
開
催
案
内
、県
補
助
金
事
業
の
案
内　

６

事
務
局
だ
よ
り（
事
業
団
・
助
成
金
の
案
内
、県
最
低
賃
金
改
正
な
ど
）　

７

　

七
月
の
完
全
失
業
率
は
五
％
。

一
九
五
三
年
の
調
査
開
始
以
来

最
悪
と
な
っ
た
。

　

完
全
失
業
者
数
は
、
前
年
同

月
よ
り
二
十
三
万
人
増
え
て
七

月
と
し
て
は
過
去
最
悪
の
三
三

〇
万
人
と
な
り
、男
性
の
失
業
率
は
五
・
二
％
と
過
去
最
悪

を
更
新
し
た
。

　

五
％
に
達
し
た
最
大
の
要
因
は
、
現
在
勤
務
し
て
い
る
会

社
を
自
分
の
意
思
（
自
発
的
離
職
者
）
で
退
職
し
、
職
探
し

を
し
て
い
る
人
が
前
年
同
月
に

比
べ
十
五
万
人
も
増
え
た
こ
と

で
あ
る
。

　

ま
た
、
学
校
を
卒
業
し
職
探

し
を
始
め
た
「
学
卒
未
就
職
者
」

も
六
万
人
増
加
し
た
。

　

さ
ら
に
、
八
月
に
入
り
雇
用

の
受
け
皿
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
情
報
技
術
（
Ｉ
Ｔ
）
の

牽
引
役
で
あ
る
大
手
情
報
産
業
各
社
が
世
界
的
な
Ｉ
Ｔ
不

況
に
対
応
し
た
大
規
模
な
リ
ス
ト
ラ
策
を
相
次
い
で
発
表

し
て
い
る
。

　

特
に
、
政
府
の
構
造
改
革
が
進
め
ば
金
融
機
関
の
不
良

債
権
に
伴
う
倒
産
に
よ
る
失
業
者
増
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
対
策
と
し
て
、
政
府
に
対
し
て
は
雇
用
の
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト（
安
全
網
）の
整
備
や
民
間
非
営
利
団
体（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
）
の
活
用
に
よ
る
雇
用
創
出
、
雇
用
保
険
給
付
期
間
の
延

長
な
ど
の
対
策
が
強
く
望
ま
れ
る
。

　

政
府
で
は
、
今
後
成
長
分
野
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
介

護
・
サ
ー
ビ
ス
な
ど
で
の
雇
用
創
出
や
Ｉ
Ｔ
産
業
へ
の
労
働

移
動
を
促
す
職
業
訓
練
な
ど
、
今
後
五
年
間
で
五
三
〇
万

人
の
雇
用
を
創
出
す
る
と
し
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
よ

り
、
多
く
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
立
ち
上
げ
が
望
ま
れ
る
。そ
の
促

進
を
促
す
た
め
に
も
、
そ
の
チ
ャ
ン
ス
を
阻
ん
で
い
る
規
制
の

撤
廃
や
エ
ン
ジ
ェ
ル
税
制
の
一
層
の
促
進
が
望
ま
れ
る
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
の
窓
口
に
は
、

多
く
の
人
達
が
職
を
求
め
て
い

る
。し
か
し
、
求
人
側
の
条
件
と

求
職
側
の
条
件
が
合
わ
ず
、い
わ

ゆ
る
ミ
ス
マ
ッ
チ
に
よ
り
、厳
し
い

求
職
の
現
実
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。

そ
の
多
く
は
、
求
人
側
が
求
め

る
年
齢
は
勿
論
で
あ
る
が
、
能
力
・
技
術
に
求
職
者
の
能
力

が
達
し
て
い
な
い
こ
と
が
最
大
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
で
あ
る
。

　

特
に
、事
務
職
で
は
パ
ソ
コ
ン
の「
操
作
可
」が
求
人
側
の
最

低
要
件
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

ミ
ス
マ
ッ
チ
を
解
消
す
る
た
め
雇
用
対
策
と
し
て
の
求
人

側
の
努
力
も
必
要
で
あ
る
が
、
求
職
側
の
技
術
習
得
な
ど
、

一
層
の
努
力
が
望
ま
れ
て
い
る
。

�
…　

月
は『
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
』加
入
促
進
強
化
月
間
で
す
。

１０

雇
用
対
策
に
万
全
を

完
全
失
業
率　
　

過
去
最
悪
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中
央
会
は
、八
月
二
十
九
日
に「
労

働
問
題
研
修
会
」
を
サ
ン
ピ
ア
岐
阜

で
開
催
し
た
。『
職
場
に
お
け
る
セ
ク

シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
の
た

め
に
』
を
テ
ー
マ
に
、　
　

世
紀
職

（財）
21

業
財
団
岐
阜
事
務
所
の
北
川
恵
美
雇

用
管
理
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
講
師
に
招

き
、
研
修
を
行
っ
た
。

　

北
川
氏
は
、
職
場
で
の
女
性
活
用

�
�
�
�
�
�
�
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労
働
問
題
研
修
会
を
開
催

が
進
む
中
で
、
日
本
で
は
セ
ク
ハ
ラ

対
策
が
遅
れ
て
い
る
現
状
を
指
摘
。

そ
の
防
止
対
策
と
し
て
「
事
業
主
が

雇
用
管
理
上
配
慮
す
べ
き
事
項
は
、

社
内
報
等
で
の
周
知
・
啓
発
、
相
談

窓
口
の
設
置
、
事
後
の
迅
速
・
適
切

な
対
応
で
あ
る
。
女
性
も
、
毅
然
と

し
た
態
度
で
明
確
な
意
思
表
示
を
す

る
こ
と
が
大
切
」
と
説
明
し
た
。
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土
岐
、瑞
浪
で
開
催

　

陶
磁
器
メ
ー
カ
ー
が
来
春
向
け
の

美
濃
焼
を
発
表
す
る
恒
例
の
新
作
展

示
会
が
八
月
二
十
九
日
か
ら
二
日
間
、

土
岐
市
と
瑞
浪
市
で
開
催
さ
れ
た
。

　

土
岐
市
の
セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐
で
は
、

市
内
の
七
地
区
の
陶
磁
器
工
業
協
同

組
合
（
泉
・
土
岐
津
・
土
岐
津
西
部
・

下
石
・
妻
木
・
駄
知
・
肥
田
）
が
合

同
で
『
第
十
回
ニ
ュ
ー
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
土
岐
二
〇
〇
一
』
を
開
催
。　

　

昨
年
を
上
回
る
百
七
十
社
が
約
五

千
点
の
意
欲
作
を
発
表
し
た
。
展
示

会
に
は
県
内
外
の
商
社
の
買
い
付
け

担
当
者
が
多
数
訪
れ
、
新
商
品
を
手

に
取
り
品
定
め
を
し
て
い
た
。

　

中
で
も
、
各
組
合
の
青
年
部
が
企

画
し
た
�
テ
ー
ブ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
�
に
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。

　

ま
た
、
瑞
浪
市
で
は
瑞
浪
陶
磁
器

工
業
協
同
組
合
が
市
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
で
「
み
ず
な
み
四
季
の
器
展
示

会
」
を
開
催
し
た
。

　

組
合
員
十
二
社
が
磁
器
製
品
を
中

心
と
し
た
新
作
を
発
表
し
、�
食
生
活

に
う
る
お
い
�
を
与
え
る
こ
と
を

テ
ー
マ
に
、
洗
練
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン

の
食
器
類
が
来
場
者
の
目
を
引
い
て

い
た
。
関
係
者
は
、
若
手
等
の
新
し

い
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
需
要
の
掘
り
起

こ
し
を
期
待
し
て
い
る
。
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多
治
見
市
之
倉
で
起
工
式

　

協
同
組
合
陶
の
里
い
ち
の
く
ら

（
加
藤
幸
兵
衛
理
事
長
）
は
、
来
年

四
月
に
開
館
す
る
「
市
之
倉
さ
か
づ

き
美
術
館
」（
仮
称
）
の
起
工
式
を
八

月
二
十
三
日
に
多
治
見
市
市
之
倉
町

で
行
っ
た
。
同
組
合
は
、
市
之
倉
陶

磁
器
工
業
協
同
組
合
（
安
藤
日
出
武

理
事
長
）
と
地
元
陶
磁
器
メ
ー
カ
ー
、

商
社
で
構
成
さ
れ
た
新
設
組
合
。

　

こ
の
美
術
館
は
、
市
之
倉
町
の
街

づ
く
り
と
観
光
の
拠
点
施
設
と
し
て
、

県
と
多
治
見
市
の
補
助
を
受
け
て
整

備
さ
れ
る
。
二
階
建
て
蔵
造
り
の
建

物
に
は
約
一
千
点
の
さ
か
づ
き
な
ど

の
展
示
室
や
陶
磁
器
販
売
所
が
設
置

さ
れ
る
ほ
か
、
レ
ス
ト
ラ
ン
も
併
設

さ
れ
、
池
や
広
場
も
整
備
さ
れ
自
然

に
囲
ま
れ
た
施
設
と
な
る
。

　

同
組
合
の
加
藤
理
事
長
は
、「
杯
だ

け
で
な
く
陶
磁
器
全
般
の
情
報
を
集

め
、
オ
リ
ベ
ス
ト
リ
ー
ト
の
核
と
し

て
整
備
し
、
こ
こ
を
起
点
と
し
て
各

�
…『
岐
阜
県
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム　

萩
原
町
』　

月　

日　

・　

時　

分
か
ら
、萩
原
町「
星
雲
会
館
」で
開
催
。

in

１０

１９

（金）
１３

３０

　
　

基
調
講
演「
木
質
系
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
将
来
」。

窯
元
を
回
っ
て
も
ら
え
れ
ば
」
と
話

し
て
い
る
。
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土
岐
市
の
駄
知
小
売
商
業　

（
中

（協）

島
善
二
理
事
長
）
は
、
七
月
二
十
一

日
に
『
子
供
歌
舞
伎
』
を
同
組
合
二

階
の
常
設
舞
台
で
開
催
し
た
。

　

同
組
合
が
福
利
厚
生
の
一
環
と
し

　

岐
阜
労
働
局
の
桑
島
靖
夫
局
長
が

八
月
九
日
本
会
へ
来
会
し
、『
平
成
十

三
年
三
月
新
規
学
卒
者
及
び
本
年
三

月
卒
業
の
未
就
職
者
の
就
職
に
係
る
応

募
機
会
の
確
保
』
に
つい
て
、
本
会
及
び

会
員
への
周
知
・
指
導
等
の
依
頼
が
あ
っ

た
。そ
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

　

労
働
行
政
の
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、

日
頃
か
ら
格
別
の
御
理
解
、
御
協
力
を

賜
り
、厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
我
が
国
の
雇
用
失
業
情
勢
は
、

経
済
の
低
迷
状
態
が
長
引
く
中
で
、
完

全
失
業
率
が
高
水
準
で
推
移
し
、ま
た
、

当
県
の
有
効
求
人
倍
率
も
依
然
低
い

水
準
に
留
ま
る
な
ど
大
変
厳
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
新
規
学
校
卒
業

者
対
象
求
人
の
受
理
状
況
を
み
ま
す
と
、

特
に
六
月
二
十
日
か
ら
開
始
し
た
高

卒
求
人
に
つ
い
て
、
厳
し
い
と
言
わ
れ
た

昨
年
を
も
下
回
る
求
人
の
提
出
状
況
で

ご
ざ
い
ま
す
。
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こ
の
た
め
、
岐
阜
労
働
局
と
し
て
は
、

政
府
の
「
ミ
ス
マッ
チ
の
解
消
の
た
め
の
対

策
の
推
進
」と
併
せ
、事
業
主
の
皆
様
に

対
し
て
、
新
規
学
校
卒
業
者
の
活
用
に

つい
て
再
確
認
を
い
た
だ
き
、
新
卒
者
の

雇
用
の
拡
大
を
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
三
月
卒
業
の
未
就
職
者

の
就
職
に
つ
き
ま
し
て
も
厳
し
い
状
況
に

あ
り
、
未
就
職
卒
業
者
を
そ
の
対
象
に

含
め
た
就
職
面
接
会
を
開
催
す
る
な
ど
、

就
職
の
促
進
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、な
お
就
職
決
定
に
至
って
い
な
い
方
に

つい
て
、新
規
学
卒
者
同
様
採
用
選
考
の

対
象
と
さ
れ
ま
す
よ
う
、
応
募
機
会
の

確
保
に
つ
い
て
御
配
慮
を
お
願
い
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
第

一
線
機
関
で
あ
る
ハロ
ー
ワ
ー
ク
（
公
共

職
業
安
定
所
）を
通
じ
て
、各
事
業
主
の

皆
様
に
お
願
い
申
し
上
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
が
、貴
台
に
お
か
れ
ま

し
て
も
、こ
の
趣
旨
を
御
理
解
い
た
だ
き
、

平
成
十
四
年
三
月
新
規
学
卒
者
及
び

本
年
三
月
卒
業
の
未
就
職
卒
業
者
の

応
募
機
会
の
確
保
に
つい
て
、
積
極
的
な

取
り
組
み
が
な
さ
れ
ま
す
よ
う
、
傘
下

団
体
及
び
企
業
に
対
す
る
周
知
・
指
導

方
格
別
の
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、現
下
の
厳
し
い
雇
用
情
勢

の
も
と
、雇
用
の
維
持
・
確
保
の
重
要
性

は
従
来
に
も
増
し
て
大
き
い
こ
と
か
ら
、

国
を
挙
げ
て
そ
の
対
策
に
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
の
で
、貴
団
体
に
お
か
れ
ま
し
て

も
、こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
つい
て
の
御
理

解
・
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

�
…『
岐
阜
県
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム　

岐
阜
市
』　

月　

日　

・　

時
か
ら
、ア
ク
テ
ィ
ブ
Ｇ
で
開
催
。

in

１０

３０

（火）
１０

　
　

基
調
講
演「
こ
れ
か
ら
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
の
展
望
に
つ
い
て
」。詳
し
く
は
県
商
工
政
策
課
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
担
当
ま
で
。

て
開
催
し
、
好
評
を
博
し
た
昨
年
に

続
き
二
回
目
。
役
者
は
愛
知
県
作
手

村
の
子
供
達
で
、
当
日
は
約
百
三
十

人
の
観
客
が
見
物
に
訪
れ
、
子
供
達

の
名
役
者
ぶ
り
を
楽
し
ん
だ
。

体
験
を
話
し
な
が
ら
「
ヒ
ト
・
カ
ネ
・

モ
ノ
と
い
う
経
営
資
源
の
な
い
ベ
ン

チ
ャ
ー
で
も
、
常
識
を
無
視
し
て
み

る
と
か
、
人
の
や
ら
な
い
と
こ
ろ
か

ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
み
る
と
い
っ
た

�
�
�
�
�
�
�
�
	

駄
知
小
売
商
業　

が
主
催

（協）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	



レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ブ
・
女
性
経
営
者
支
援
懇
談
会

　

中
央
会
と
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ブ
は
、

九
月
六
日
に
は
グ
ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
岐

山
で
『
女
性
部
及
び
女
性
経
営
者
支

援
懇
談
会
』
を
開
催
し
た
。

　

懇
談
会
で
は
、
経
営
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
会
社
の
㈱
エ
ー
ス
ジ
ャ
パ

ン
斎
藤
聖
美
代
表
取
締
役
社
長
を
講

師
に
招
き
、「
女
性
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
起

業
〜
成
功
へ
の
三
カ
条
〜
」
と
題
し

て
講
演
。
斎
藤
氏
は
、
自
ら
の
起
業

�
発
想
の
転
換
�
に
よ
り
新
た
な
ビ

ジ
ネ
ス
が
生
ま
れ
る
。
ま
た
、
ヒ
ト

と
い
う
経
営
資
源
と
し
て
、
女
性
を

活
用
す
る
こ
と
は
と
て
も
有
効
」
と
、

成
功
の
秘
訣
な
ど
を
語
っ
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


岐
阜
労
働
局
よ
り
要
請

万一の事故から�
　　　　あなたの財産を守る�
　　　　　　　　　　火災共済�！！�

普通火災共済・総合火災共済の�

岐阜県火災共済協同組合�
岐阜市六条南2丁目11-1�
TEL（058）272-3555（代）�

〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
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海 外 駐 在 員 レ ポ ー ト

岐阜からニューヨークのマーケットへ
岐阜県ニューヨーク駐在員　森　島　　勝　博

ニューヨーク・インターナショナル・ギフト・フェア

●巨大コンベンションセンター
　ニューヨーク・マンハッタンのミッドタウン西側、
ハドソン川沿いに、「ジェイコブ・Ｋ・ジャビッツコン
ベ ン シ ョ ン セ ン タ ー（Jacob K Javits Convention 
Center）」という、総ガラス張りの美しい外観を持った
建物がある。
　１９８６年に開館して以来、何千人もを収容できる二つ
のメインホールを使って、デザイン、ファッション、家
具、コンピュータ、自動車、オーディオなど、さまざま
なショーやコンベンションが、一年を通じて開催され
てきている。
　コンベンション期間中は、マンハッタン内の主要
ターミナルや国際ホテルと会場とを結ぶシャトルバ
ス、チャーターバスが玄関に次々と横付けされ、この
センターがもつ国内外からの集客力を窺わせるもの
がある。

●出展待ちのフェア
　去る８月１８日から２３日まで、このコンベンションセ
ンターで、世界のギフト、アクセサリー等が一堂に集
まった「ニューヨーク・インターナショナル・ギフト・
フェア」が開催された。
　このフェアは、一般を対象としたものではなく、小
売業者等のプロフェッショナルを対象にしたもので
あるが、主催者側の資料によれば、出展は約２，６００ブー
ス、期間中に訪れた客は約４５，０００人という規模であり、
センター内の５万５千平方メートルのスペースが展示
のために使用されたという。
　毎年１月と８月の２回開催されるのだが、このフェア
への出展希望は多く、公式サイト（ www.nyigf.com ) で、
空きスペースのための順番待ちをあらかじめ知らせ

ているほどである。出展は、
一般のギフト、ハンドメイ
ド、ホームウエアなど、内
容によって１０程度のカテ
ゴリーに分けられるが、人
気のあるカテゴリーの中
には、何年も先まで空きス
ペースを確保することが
できないというものもある。

●岐阜デザインの作品の出展
　ＪＲ岐阜駅のアクティブＧ３階のアトリエには、世
界各国から集まったデザイナーが創作活動をしてい
る。その中で、ニューヨークのデザイナー、ガストンが
デザインした作品が商品化の段階になり、今回のフェ
アに出品された。
　岐阜県のデザイン施策を指導していただいている、
ＮＹ在住でギャラリー９１を主宰する海老原嘉子氏の
手により、ニューヨークのマーケットにデビューする
ことができたのである。同時に、岐阜からの作品が氏
のブースの中で演出されている。
　ニューヨークということで海外からの出展も多く、
ドイツ、フランス、イギリス、イタリア、デンマーク、韓
国など、枚挙にいとまがないが、しのぎを削る世界の
マーケットで岐阜発の作品がわたりあう、そういうこ
とがこの夏現実となった。

●新しいビジネスへ
　上述したとおり、ジェイコブ・Ｋ・ジャビッツコンベ
ンションセンターでは年中コンベンションを開催し
ているが、例えば１０月に開催されるアパレル関係のコ
ンベンションには、福井県の関係業界からの出展が予
定されている（コンベンションセンターの公式サイト
は、 www.javitscenter.com）。日本の地方から、ニュー
ヨークのマーケットへ熱いまなざしが注がれている。
　今回のフェアを見学された岐阜県の企業も何社か
あり、過去、このフェア会場で岐阜県の企業の方にお
会いしたこともある。少なからず岐阜県の企業が
ニューヨークのマーケットに注目されている中、こう
した出展がきっかけとなって、今後のビジネスにつな
がることを願っている。
　そして、デザイン分野に限らず、県の国際関係施策
を通じて、企業のワールドワイドなビジネス展開に資
するよう努めていきたい。

�
…
ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン『
パ
ソ
コ
ン
研
修
』開
催
。「
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
２
０
０
０
基
礎
」　

月　

日　

・　

日　

、「
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
２
０
０
０
基
礎
」

１０

２３

（火）
２４

（水）

　

月　

日　

・　

日　

。各
日
と
も　

時
か
ら
、ド
リ
ー
ム
コ
ア
４
階
。詳
細
は　

ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン
・
℡
〇
五
八
四（
七
七
）一
一
一
三
ま
で
。

１０

２９

（月）
３０

（火）

１０

（財）
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県内中小企業主要業種の景気動向
（7月末調査）

表の見方：売上～景況感：○好転・増加　△変わらず　▲悪化・減少

7月景況調査

の
遅
れ
等
の
影
響

で
前
月
並
み
の
悪

化
が
続
き
、景
気
後

退
が
鮮
明
と
な
っ

て
い
る
。

　

ま
た
、景
況
悪
化

業
種
が
ほ
ぼ
全
般

鮮
明
な
景
況
感
悪
化

低
価
格
、倒
産
等
の
影
響
大

　

中
央
会
が
主
要
業
種
八
十
五
組
合
を
対

象
に
ま
と
め
た『
七
月
の
特
色
』と『
十
月

ま
で
の
景
況
の
見
通
し
』は
次
の
と
お
り
。

　
〔
七
月
の
特
色
〕組
合
か
ら
見
た
県
内
中

小
企
業
の
特
色
は
①
景
況
悪
化
拡
大
②
低

価
格
の
影
響
拡
大
―
と
な
っ
て
い
る
。

　

七
月
の
Ｄ
Ｉ
値
は
マ
イ
ナ
ス　

ポ
イ
ン

46

ト
で
、前
月
の
マ
イ
ナ
ス　

ポ
イ
ン
ト
に

45

対
し
1
ポ
イ
ン
ト
の
悪
化
と
な
っ
て
い
る
。

　

例
年
七
月
は
公
共
工
事
発
注
が
本
格
的

に
動
き
出
し
、景
況
感
が
若
干
改
善
す
る

傾
向
が
あ
る
が
、本
年
は
公
共
工
事
発
注

の
業
種
に
見
ら
れ
、先
行
き
の
見
通
し
が
全
く

立
た
な
い
状
況
で
あ
る
。売
上
増
で
も
利
益
が

出
な
い
ほ
ど
の
低
価
格
、取
引
先
業
界
に
お
け

る
倒
産
の
増
大
に
よ
る
信
用
不
安
等
、マ
イ
ナ

ス
要
因
が
よ
り
強
ま
っ
て
い
る
。

　
〔
十
月
ま
で
の
見
通
し
〕十
月
ま
で
の
景
気
動

向
予
想
は
Ｄ
Ｉ
値
マ
イ
ナ
ス　

ポ
イ
ン
ト
で
、

62

当
月
実
績
に
対
し　

ポ
イ
ン
ト
の
悪
化
。景
況

16

感
は
ほ
ぼ
全
業
種
で「
悪
化
」状
態
で
あ
り
、例

年
、こ
の
時
期
の
公
共
工
事
の
発
注
・
施
工
、秋

冬
物
の
消
費
需
要
等
の
プ
ラ
ス
要
因
が
見
ら
れ

ず
、後
退
予
想
と
な
っ
て
い
る
。

見

通

し

景

況

感

設

備

収
益
状
況

受　
　

注

売　
　

上

調査項目

業　　種

→△△△▲△プ ラ ス チ ッ ク
→▲△△△△陶 磁 器 （ 工 業 ）
→▲△▲▲▲陶 磁 器 （ 輸 出 ）
→△△△△△タ イ ル
→△△△△△窯 業 原 料
→▲△▲▲△耐 火 れ ん が
→▲▲▲▲▲石　 　 灰
→△△△△△生　 コ　 ン
→△△△△▲砂 利 生 産
→▲△▲▲▲砕 石 生 産
→▲△△△△鋳　 　 物
→▲▲▲▲▲刃物等金属製品 （輸出） 
→▲△▲▲▲刃物等金属製品 （内需） 
→▲△△▲▲メ　 ッ　 キ
→△△△△△県 金 属 工 業 団 地
→△△△▲▲可 児 工 業 団 地
→▲△▲△△金　 　 型

→△－○○○機械工具・工作機械
→△△△△△電 気 機 械 器 具
→▲△△○▲輸 送 機 器
→△△△○○各種物産品（観　 光）
→▲△△△△各種物産品（ギフト）
→▲△－▲▲陶　 磁　 器
→△△△△△総 合 卸 売 業
→△－△△△青　 　 果
→△△△△△水　 産　 物
→△△△△△家 電 機 器 販 売
→△△△△△メ ガ ネ 販 売
→△△△△△中 古 自 動 車 販 売

見

通

し

景

況

感

設

備

収
益
状
況

受　
　

注

売　
　

上

調査項目

業　　種

→△△▲▲▲味 噌 ・ 醤 油
→▲▲△△△豆 腐 製 造
→△△△△○食 肉 （ 国 産 ）
→▲△▲▲▲菓　 　 子
→△△△▲▲米　 　 菓
→▲▲▲△△酒　 　 造
→△△▲▲▲米　 　 穀
→△△△△△ね　 ん　 糸
→△△△△○織 物 染 色
→▲△△△▲ニ ッ ト 工 業
→△△△△△毛　 織　 物
→△△△△△合 成 繊 維 織 物
→▲△▲▲▲ニ ッ ト 雑 貨
→△△△○▲靴　 　 下
→▲△▲▲▲メ ン ズ ア パ レ ル
→▲△▲▲▲婦 人 ・ 子 供 服
→▲▲▲△▲縫　 　 製
→▲△△△▲製　 　 材
→△△△△△銘　 　 木
→△△△△△集　 成　 材
→△△△△△家 具 （ 美 濃 ）
→▲△▲▲▲家 具 （ 飛 騨 ）
→▲▲▲▲▲東 濃 ひ の き
→△△△▲▲家　 庭　 紙
→△△▲△△特　 殊　 紙
→▲▲▲▲▲紙　 加　 工
→▲△▲▲▲印　 　 刷

見

通

し

景

況

感

設

備

収
益
状
況

受　
　

注

売　
　

上

調査項目

業　　種

→△△△△△石 油 製 品 販 売
→▲△△△△共 同 店 舗
→▲△△△△岐 阜 市 商 店 街
→▲△△△△大 垣 市 商 店 街
→▲▲△▲△多 治 見 市 商 店 街
→△△△○○恵 那 市 商 店 街
→△－－△△高 山 市 商 店 街
→△△△△△車 体 整 備
→△△△△△タ イ ヤ 整 備
→▲▲－▲▲長 良 川 畔 旅 館
→△▲△△△下 呂 温 泉 旅 館
→▲△－▲▲高 山 旅 館
→△▲△▲▲ク リ ー ニ ン グ
→▲▲－▲▲広 告 美 術
－－－－－－情 報 サ ー ビ ス 業
→△△△▲▲映 像 制 作
→▲△▲▲▲飲　 食　 業
→▲△▲▲▲土 木 （ 岐 阜 ）
→▲△△○－土 木 （ 飛 騨 ）
→△△▲△△土木・建築（羽島）
→▲△▲▲▲建 築 （ 各 務 原 ）
→△△▲△△鋼 構 造 物
－－－－－－電 気 工 事
→△△△△△管 設 備 工 事
→△△△△△建 築 板 金
→▲▲▲▲▲建　 　 具
→△△▲△△産直住宅（付知地区）
→△△△△△貨物運送（岐阜地区）
→△△△△△貨 物 運 送 （ 県 域 ）

�
…
平
成　

年
全
国
地
域
安
全
運
動「
み
ん
な
で　

つ
く
ろ
う　

安
心
の
街
」　

月　

日　

〜　

月　

日　

ま
で
。

１３

１０

１１

（木）

１０

２０

（土）

「
全
国
地
域
安
全
運
動
岐
阜
県
民
大
会
」　

月　

日　

・　

時
か
ら
、岐
阜
産
業
会
館
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
。

１０

１０

（水）
１４
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現
在
、「
売
れ
な
い
」「
お
客
が
こ

な
い
」「
厳
し
い
」「
景
気
が
悪
い
」

と
い
っ
た
、
こ
ん
な
言
葉
が
氾
濫
し

て
い
ま
す
が
、
聞
き
飽
き
た
気
が
し

ま
す
。

　

先
日
、
聞
い
た
話
で
あ
り
ま
す
が
、

加
茂
郡
白
川
町
で
ひ
ら
め
の
養
殖
技

術
を
開
発
さ
れ
て
、
脚
光
を
浴
び
て

い
る
企
業
が
あ
る
こ
と
を
聞
き
ま
し

た
。

　

そ
れ
は
、
海
水
で
生
き
る
ひ
ら
め

を
「
真
水
」
に
よ
り
養
殖
す
る
技
術

だ
そ
う
で
す
が
、「
イ
オ
ン
」
を
活
用

し
、
生
態
系
に
近
い
環
境
を
作
り
出

す
こ
と
に
成
功
さ
れ
た
と
の
こ
と
で

す
。

　

こ
れ
こ
そ
ま
さ
に
、
ベ
ン
チ
ャ
ー

で
あ
り
ま
す
。
工
夫
と
努
力
が
あ
れ

ば
成
功
で
き
る
証
で
あ
り
ま
す
。

　
「
あ
か
ん
」
と
言
わ
ず
、
工
夫
し
て

が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

　

新
中
小
企
業
基
本
法
の
施
策
理
念

は
、
創
意
、
工
夫
し
よ
う
と
す
る
企

業
、
新
た
な
事
業
を
起
こ
そ
う
と
す

関
西
の
誘
客
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
用
と
し

て
購
入
し
た
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
車
を

使
用
。
ス
テ
ン
レ
ス
製
二
重
式
タ
ン

ク
は
保
温
効
率
も
良
く
、
エ
ン
ジ
ン

の
熱
で
加
熱
も
可
能
。
タ
ン
ク
の
周

囲
に
は
�
下
呂
温
泉
・
温
泉
出
前
�

の
大
き
な
ロ
ゴ
が
踊
っ
て
い
る
。

　

出
前
は
東
海
三
県
の
老
人
福
祉
施

設
等
の
公
共
施
設
が
対
象
で
、
お
湯

も
出
前
も
無
償
、
作
業
に
あ
た
る
下

呂
町
民
も
奉
仕
で
あ
る
。

　

下
呂
温
泉
の
Ｐ
Ｒ
、
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
に
も
な
り
、
下
呂
の
走
る
広

告
塔
「
温
泉
出
前
」
は
、
今
後
も
高

齢
化
社
会
に
歓
ば
れ
る
に
違
い
な
い
。

　

岐
阜
労
働
局
と
岐
阜
県
、　
　

世

（財）
21

紀
職
業
財
団
岐
阜
事
務
所
は
、
育
児
・

介
護
休
業
制
度
等
の
定
着
促
進
及
び

育
児
・
介
護
雇
用
安
定
助
成
金
を
は

じ
め
と
す
る
両
立
支
援
事
業
の
周
知

と
活
用
促
進
を
図
る
た
め
に
『
仕
事

と
家
庭
を
考
え
る
雇
用
管
理
セ
ミ

ナ
ー
』
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】　

月　

日　
　

：　

〜

10

22

（月）
13

30

　

：　

【
場
所
】
サ
ン
ピ
ア
岐
阜

16

00

（
岐
阜
市
市
橋
2
‐
1
‐　

）【
講
師
】

22

東
京
家
政
大
学 
樋
口
恵
子
教
授
（
女

性
と
仕
事
の
未
来
館
館
長
）【
演
題
】

フ
ァ
ミ
リ
ー
フ
レ
ン
ド
リ
ー
企
業
を

目
指
し
た
雇
用
管
理
に
つ
い
て
【
事

例
発
表
】
ユ
ニ
チ
カ
㈱
垂
井
事
業
所 

三
戸
公
治
氏
「
私
の
育
児
体
験
記
」

【
申
込
先
】
岐
阜
県
農
林
商
工
部
労

働
雇
用
課
・
℡
〇
五
八
（
二
七
二
）

一
一
一
一
（
内
線
三
一
二
四
）　　

〇
FAX

五
八
（
二
七
二
）
六
四
七
二

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
五
七
二－

二
五－

〇
八
六
五

Ｅ

‐m
ail：
ch
u
o
k
ait@
q
u
artz.o

cn
.n
e.jp

多
治
見
市
東
町
一－

九－

三
（
美
濃
焼
セ
ン
タ
ー
）

三
宅
利
勝
支
所
長
、
後
藤　

諭
・
渡
辺
瑞
枝

東
濃

支
所
だ
よ
り

　

温
泉
ど
こ
ろ
、
益
田
郡
下
呂
町
の

「
温
泉
出
前
」
が
、
現
在
大
忙
し
で

あ
る
。

　

こ
の
温
泉
出
前
は
、
下
呂
温
泉
旅

館
協
同
組
合
の
若
手
経
営
者
が
発
案
。

　

当
初
は
組
合
青
年
部
だ
け
の
取
り

組
み
で
あ
っ
た
た
め
月
一
回
の
出
前

を
維
持
す
る
の
も
困
難
で
あ
っ
た
が
、

組
合
が
町
に
支
援
を
申
し
出
た
甲
斐

あ
っ
て
、
官
民
協
力
の
「
走
る
広
告

塔
」
が
動
き
出
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

下
呂
温
泉
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳

し
い
が
、
今
は
毎
週
出
動
し
て
お
り
、

組
合
の
奉
仕
活
動
に
活
気
が
戻
っ
た
。

　

出
前
に
は
、
以
前
組
合
が
東
京
や

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
は
ひ
と
つ
、
転
換
（
チ
ェ
ン

ジ
）
の
チ
ャ
ン
ス
が
到
来
し
た
と
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
に
考
え
、
過
去
を
捨
て
、

将
来
の
企
業
像
、
生
活
像
を
描
い
て

み
ま
し
ょ
う
。

　
「
一
人
で
は
な
く
、
グ
ル
ー
プ
で
、

連
携
し
て
」・
・
・
こ
れ
が
中
央
会
の

ス
タ
ン
ス
で
す
。

仕
事
と
家
庭
を
考
え
る
セ
ミ
ナ
ー

主
催
・
岐
阜
労
働
局
ほ
か

飛
騨

支
所
だ
よ
り

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
五
七
七－

三
四－

四
三
〇
〇

Ｅ

‐m
ail：
chuokaih@

quartz.ocn.ne.jp

高
山
市
天
満
町
五－

一－

一
二
（
高
山
米
穀
駅
前
ビ
ル
内
）

松
野
信
一
支
所
長
、
武
田
京
子
・
安
田
真
也

　

こ
の
事
業
は
、
岐
阜
県
の
新
し
い

Ｉ
Ｔ
推
進
施
策
と
し
て
、
ブ
ロ
ー
ド

バ
ン
ド
※
時
代
を
先
取
り
し
た
県
内

中
小
企
業
の
高
度
情
報
化
へ
の
取
り

組
み
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

【
対
象
事
業
】
県
内
中
小
企
業
者
等

が
行
う
高
度
情
報
化
事
業
【
対
象
経

費
】
①
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
経
費
②
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
経
費
③
高
度
情
報
化
ソ

フ
ト
経
費
④
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
経

費
【
補
助
率
】
補
助
対
象
経
費
の
三

分
の
一
以
内
【
補
助
金
額
】
二
十
五

�
…『
新
世
紀
標
準
！ 
健
康
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る
快
適
職
場
』 　

月
１
日
〜
７
日
は
全
国
労
働
衛
生
週
間
で
す
。

１０

不
景
気
を
好
機（
チ
ャ
ン
ス
）に

官
民
協
力
の『
温
泉
出
前
』

��
�
�
�
�
�
��
�

る
者
に
つ
い
て
は
積
極
的
に
支
援
し

万
円
以
上
五
十
万
円
以
内
【
お
問
合

せ
先
】
岐
阜
県
新
産
業
労
働
政
策
課
・

℡
〇
五
八
（
二
七
二
）
一
一
一
一　

内
線
三
〇
九
五

　

※
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
（
広
域
帯
通

信
網
）
＝
高
速
で
大
容
量
の
情
報
を

送
受
信
で
き
る
ア
ク
セ
ス
回
線
で
、

次
世
代
の
通
信
網
。
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
（
非

対
称
デ
ジ
タ
ル
加
入
線
）
の
ほ
か
、

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
回
線
と
の
接
続
な
ど
が
あ

る
。

『
岐
阜
県
産
業
情
報
化
促
進

パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
』の
ご
案
内



　
〈
八
月
中
〉

2
日　

岐
阜
県
最
低
賃
金
専
門
部
会

（
岐
阜
合
同
庁
舎
）

　

日　

レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ブ
・
Ｉ
Ｔ

10
研
究
会
（
滋
賀
県
）

　

日　

官
公
需
問
題
懇
談
会
（
岐
阜

23

等
選
考
委
員
会
（
ふ
れ
あ
い
会
館
）

　

日　

組
合
等
活
性
化
情
報
編
集
委

28
員
会
（
県
民
ふ
れ
あ
い
会
館
）

　

日　

労
働
問
題
研
修
会
（
サ
ン
ピ

29
ア
岐
阜
）

管
理
調
整
チ
ー
ム

組
織
指
導
チ
ー
ム

広
報
振
興
チ
ー
ム

情
報
企
画
チ
ー
ム

調
査
労
働
チ
ー
ム

東
濃
支
所
、
飛
騨
支
所

県
水
産
会
館
）

　

日　

平
成　

年
度
補
助
事
業
組
合

27

14

『
新
事
業
開
拓
助
成
金
交
付
事
業
』の
募
集

中
小
企
業
総
合
事
業
団
よ
り

　

こ
の
事
業
は
、
自
ら
の
技
術
や
創

造
的
発
想
を
生
か
し
、
新
市
場
を
切

り
開
く
事
業
を
実
施
す
る
創
業
者
又

は
新
事
業
開
拓
中
小
企
業
者
の
行
う

事
業
に
対
し
助
成
金
を
交
付
し
、
ベ

ン
チ
ャ
ー
企
業
に
脱
皮
し
う
る
起
業

家
の
発
掘
・
育
成
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

【
対
象
者
】
次
の
一
及
び
二
両
方
の

資
格
要
件
に
該
当
す
る
こ
と
。

　

①
設
立
か
ら
申
請
日
ま
で
の
期
間

（一）が
七
年
未
満
の
企
業
組
合
・
協
業
組

合
・
中
小
企
業
者
で
あ
る
会
社
等
。

　

日
本
国
内
に
本
社
を
置
き
、
国
内

（二）で
事
業
を
行
う
こ
と
②
都
道
府
県
、

中
央
会
、
商
工
会
等
の
推
薦
を
受
け

る
こ
と
（
組
合
の
場
合
は
中
央
会
の

推
薦
が
必
要
）
等
、
す
べ
て
の
要
件

を
満
た
す
こ
と
。
※
詳
細
に
つ
い
て

は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。【
対
象
事

業
】
①
従
来
に
な
い
新
商
品
・
新
サ
ー

ビ
ス
開
発
事
業
②
従
来
に
な
い
革
新

的
方
法
で
の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
提
供

事
業
【
助
成
内
容
】　

申
請
事
業
の

（一）
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実
施
期
間

：

一
年
以
内　

助
成
金

（二）

額

：

助
成
対
象
経
費
の
１
／
２
以
内

で
、
百
万
円
か
ら
五
百
万
円
ま
で
の

範
囲
の
額
（
１
／
２
以
上
は
自
己
調

達
）【
応
募
受
付
開
始
】
平
成　

年　
13

10

月
４
日　

【
応
募
締
切
】
平
成　

年

（木）

13

　

月　

日　

（
当
日
消
印
有
効
）【
助

10

19

（金）

成
先
決
定
】
平
成　

年
３
月
（
予
定
）

14

【
応
募
方
法
】
事
業
団
所
定
の
交
付

申
請
書
及
び
必
要
書
類
を
添
付
の
上
、

事
業
団
宛
て
に
ご
送
付
下
さ
い
。

〔
〒
一
〇
五
‐
八
四
五
三　

東
京
都

港
区
虎
ノ
門
３
‐
５
‐
１　

虎
ノ
門

　
　

森
ビ
ル　

中
小
企
業
総
合
事
業

37団 
創
造
的
中
小
企
業
支
援
部 
資
金

助
成
課
・
℡
〇
三
（
三
四
三
三
）
八

八
一
一
〕

※
事
業
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
情
報

掲
載
し
て
い
ま
す
。

http://w
w
w
.jasm
ec.go.jp/

　

詳
し
く
は
前
記
事
業
団
担
当
課
又

は
中
央
会
広
報
振
興
チ
ー
ム
・
℡
〇

五
八
（
二
七
七
）
一
一
〇
一
ま
で
。

　

岐
阜
労
働
局
で
は
、
県
内
で
働
く

す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る

「
岐
阜
県
最
低
賃
金
」
を
本
年
十
月

一
日
か
ら
改
正
し
ま
す
。

　

改
正
後
の
最
低
賃
金
は
、
日
額
五
、

三
三
七
円
（
改
正
前
五
、
三
〇
二
円
）

時
間
額
六
六
八
円
（
改
正
前
六
六
三

円
）
で
す
。

　

こ
の
最
低
賃
金
は
、
臨
時
、
パ
ー

ト
タ
イ
マ
ー
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
と

い
っ
た
雇
用
形
態
に
関
係
な
く
、
す

べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

最
低
賃
金
の
対
象
と
な
る
賃
金
は
、

通
常
の
所
定
内
賃
金
に
限
ら
れ
、

ボ
ー
ナ
ス
な
ど
の
臨
時
の
賃
金
、
休

日
・
時
間
外
な
ど
の
割
増
賃
金
や
精

皆
勤
手
当
、
通
勤
手
当
（
交
通
費
）、

家
族
手
当
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
最
低
賃
金
に
反
す
る
労
働

契
約
は
無
効
と
さ
れ
、
最
低
賃
金
額

と
同
額
の
定
め
を
し
た
も
の
と
み
な

　

中
央
会
の
辻
正
会
長
は
、
十
月
一

日
、
全
国
地
域
情
報
産
業
団
体
連
合

会
会
長
と
し
て
、
本
年
度
「
情
報
化
促

進
貢
献
」の
経
済
産
業
大
臣
表
彰
（
個

人
受
賞
者
十
一
名
）
を
受
賞
さ
れ
る
。

岐
阜
県
の
情
報
化
促
進
の
た
め
岐
阜

県
情
報
産
業
協
会
の
設
立
、
全
国
地

域
情
報
産
業
団
体
連
合
会
の
設
立
・

運
営
な
ど
終
始
一
貫
し
て
地
域
の
情

報
化
に
尽
力
、
Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

協
会
の
設
立
や
中
小
・
中
堅
企
業
の
情

報
化
へ
の
著
し
い
貢
献
が
認
め
ら
れ
た
。

岐
阜
県
最
低
賃
金
の
改
正

日
額
五
、三
三
七
円
、時
間
額
六
六
八
円

　

詳
し
く
は
、
岐
阜
労
働
局
労
働
基

準
部
賃
金
室
〈
岐
阜
市
金
竜
町
５
‐

　
　

℡
〇
五
八
（
二
四
五
）
八
一
〇

13四
）〉
若
し
く
は
最
寄
り
の
労
働
基
準

監
督
署
に
お
尋
ね
下
さ
い
。

�
…
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動「
地
域
ぐ
る
み
で
守
ろ
う　

お
年
寄
り
と
子
ど
も
」９
月　

日　

〜
９
月　

日　

ま
で
。

２１

（金）

３０

（日）

�
�
�
��
�
�
�
	


�
�

�
��
�
�

��������	
��

さ
れ
ま
す
。

け
、
そ
れ
を
吸
い
上
げ
て
欲
し
い
」

と
述
べ
た
。

　

九
月
四
日
に
は
県
職
員
を
対
象
と

し
た
地
方
自
治
大
学
校『
監
督
者（
係

長
級
）
研
修
』
で
、
中
部
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー　

代
表
取
締
役
相
談
役
と
し
て

（株）

講
師
を
務
め
た
。
同
大
学
校
の
講
堂

で
『
望
ま
し
い
公
務
員
の
あ
り
方
』

と
題
し
、「
公
務
員
だ
か
ら
こ
そ
民
間

に
接
触
し
業
界
の
人
の
話
に
耳
を
傾

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

辻
会
長
が
講
師


